
2025 年度第 4 回 災害⽀援委員会 
 
⽇時：2026 年 2 ⽉ 12 ⽇（⾦） 19：00〜 
場所：ケンクリニック（ハイブリッド開催） 
参加者：8 名（⻑坂・⼩淵・篠原・本多・福永・狩野・永尾・⼩須⽥） 
 
1．報告事項 
①⽇本協会関連 

（⽇本協会の災害対策員としての参加。群⾺県⽀部としての参加活動はない） 
 ・県⽀部災害本部の設置について、各⽀部から報告を集計しているところ。 
 ・ガイドライン改定 2.1⇒3.0 に向けて、⽯川県⽀部・富⼭県⽀部・現地に⼊った⽀

部へのヒアリング、東⽇本⼤震災以降で活動された⽅へのヒアリング中。 
 
②DWAT 
 ・1/19 HUG ファシリテーター養成講座に⻑坂・篠原（講師）が参加。 
     短時間で多くの作業をこなさないといけないため、パニック状態だった。 
     実践の現場は、発災後 2〜3 週間後からの関わりなので、⽀援で⼊るときに

避難所⽴ち上げから関わることはない。実際の⼤変さが分かって良かった。 
     地震バージョンと⾵⽔害バージョンでの違いもある。 
     HUG を県⼠会内でやってみる意味はある。 
 ・1/29 ⾼齢者災害把握事業の講習。参加者なし。 
 ・3/5 全体会 ⻑坂が参加予定。 
 ・茨城 DWAT の研修に篠原が講師として参加。 

1/8・15 養成研修、1/22 スキルアップ研修、2/19 チームリーダー養成講座。 
 ・2/7・8 障害のある⼈への⽀援研修に、篠原が講師として参加。 
 
③各事業 
 ○ソーシャルワーカー3 団体の災害⽀援交流会 

12/6 の共催研修以降、特に動きはない。 
来年度も連盟主催の研修にはならない⾒通し。 

 
 ○⾸都圏災害ネット研修 

 2/28 に⾼崎で開催予定。 
   今週末が申込み締切り。現段階で申込者約 40 名。半数くらいが現地参加。 
   群⾺からは 2〜3 名が申込み。 
   費⽤は⽇本協会からの助成⾦ 20万円で負担。能登の報告とグループワーク。 
    
 ○⼠業団体 動きはなし。 
 
2．12 ⽉の理事会中に訓練 
  委員は反応していた。 



実際にはオープンチャットを使⽤するので、オープンチャットを使った訓練をし
てみる必要がある。現在の登録者 28 名。今後、登録者が増えるように広報が必要。 

 
3．2025 年度の活動報告・会計報告、2026 年度の活動計画 
  登録メンバーの確認。11 名⇒9 名体制。 
  委員会を 6・9・12・2 ⽉の 4 回開催。2 ⽉は対⾯開催予定。 
   
 


